
年末年始休業などの長期休暇明け直後は、ウイ
ルス対策ソフトウエアのウィルス定義ファイルが
古くなっているため、コンピュータウィルスに感染
する可能性が非常に高くなっています。

つきましては、以下の事項を実施し、コンピュータウィ
ルスの被害に遭わないように、また、加害者にならないよ
うに、十分注意してください。

ウィルス対策ソフトウェア利用希望調査
　　　　　　　　　の提出をお願いします。

　

◇日時
    平成18年12月20日(水) 
    悪意あるソフトウェアの恐怖と対策 説明編： 13:00 ～ 13:30
    悪意あるソフトウェアの恐怖と対策 操作編： 13:45 ～

◇会場
    教養教育棟　６番教室

◇対象

　 学生・教職員

◇内容

- 説明編では、悪意あるソフトウェアの概要を簡単に説明します。

- 操作編では、実際に対策ソフトウェアを利用して、駆除を行います。

- 実際に行う内容は、Windowsマシンでは、Windows Live OneCare, 
 Windows Defender, Windows Update の説明を行います。MacOS 
 では、ソフトウェア・アップデータを行います。

- 会場の６番教室では、有線LANおよび無線LANが利用できますので、
 ノートPCを持ち込んでいただくと、実際にその場で悪意あるソフトウェアの
 駆除を体験することができます。（LANケーブルは各自で準備下さい。）

※ 同一内容の講習会の開催を今後、杉谷地区および高岡地区
でも予定しています。

総合情報基盤センターが教職員向けに貸与を行っている、ウィル
ス対策ソフトウェアのライセンス契約更新にあたり、ソフトウェア
ライセンスの必要数を把握するため、「ウィルス対策ソフトウエア
利用希望調査」を行っております。このことは、メールやサイボウ
ズを通じて、すでにお知らせしてある通りです。

ウィルス対策ソフトウェアの貸与
サービスを来年度以降も希望される方は、12月22日(金)までに
調査票（所属，氏名，メールアドレス，OSごとの利用希望数）をメール
で担当者（hata@itc.u-toyama.ac.jp）に提出して頂くようお願いします。

ウィルス対策ソフトウェアライセ
ンスの貸与サービスを来年度以降も希望される方は、12月15日(金)ま
でに以下のページにある、「ウイルス対策ソフトに関する調査回答」へ回
答の入力をお願いします。　→　http://www.sugitani.u-toyama.ac.jp/itc/

　調査票を提出していただけなかった方には、来年度のウィルス
対策ソフトウエアの貸し出しが出来ない場合があります。

※　高岡キャンパスでの調査はすでに終了しました。



年末年始のセンター開館時間変更について

TIC

　年末年始の休業にともない、総合情報基盤センター端末室の開館時間を以下のように変更いたします。

平成18年
    12月27日（水）　　8:30～17:00　短縮開館（1, 2 階のみ開室、3, 4 階は閉室）
    12月28日（木）　　閉館。仕事納め。
    12月29日（金）～　閉館。年末年始休業期間。
平成19年
～  1月   3日（水）    　閉館。年末年始休業期間。
      1月   4日（木）   　閉館。仕事始め。
      1月    5日（金）    　8:30～21:00　授業開始。通常開館

　11月15日 13:00 頃、落雷に伴う停電があり、総合情報基
盤センターのネットワークが停止しました。13:30頃に、ネ
ットワークは正常稼働に復帰しました。

　冬から春にかけて、雷の発生が多くなります。雷が発生し
たときには、落雷による停電の他、雷によって瞬間的あるい
は断続的に、電圧や電流が異常に上昇する現象（雷サージ）
が起こる場合があります。
　停電の場合はもちろんですが、雷サージによっても、PCや
ネットワーク機器が停止したり、ダメージを受ける場合があ
ります。雷が発生したときには、なるべくPC等の電源を切り、
コンセントを抜くことが望ましいでしょう。
　また、雷と共にネットワークが停止した場合、ネットワ
ークハブが停止したことに原因がある場合があります。こ
のような場合、ネットワークハブの電源を入れ直すことで復
帰することができます。
　それ以外の場合は、総合情報基盤センターにお問い合わ
せください（内線: 3801）。
　

　各種ソフトウエア・ハードウエアの利用方法は、総合情報
基盤センターwebのマニュアルの頁をご参照ください。
 http://www.itc.u-toyama.ac.jp/inside/start.html
　　　　　　総合情報基盤センター  >  マニュアル


